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（島根県飯石郡飯南町）

谷自治振興会

住んでよし、
訪ねてよしの

谷づくり

～四季折々の渓谷に神楽舞う里～～四季折々の渓谷に神楽舞う里～
島根県飯石郡飯南町谷地区

石見銀山直轄領 (天領)江戸時代

歴 史

明治７年

昭和３２年

平成１７年

石見の国 浜田県

島根県邑智郡 谷村

明治９年

明治２２年

島根県邑智郡 畑田村・井戸谷村・塩谷村

昭和２８年 島根県飯石郡 赤名町

島根県飯石郡 赤来町

島根県飯石郡 飯南町

昭和10年代 昭和32年 平成22年
戸数 200 170 95
人口 1000 580 260
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年代 男 女 合計

0代 10 6 16

10代 9 9 18

20代 10 4 14

30代 10 10 20

40代 7 13 20

50代 18 20 38

60代 15 18 33

70代 20 31 51

80代 14 27 41

90～ 4 6 10

合計
117 144 261

（全体約９５世帯）
独居世帯数 21世帯
高齢化率 ４７％

０代
１０

代
２０代

３０代

４０代

５０代
６０代

７０代

８０代

９０～
谷地区

谷自治振興会

過疎対策委員会（昭和40年代後半急激な過疎の始まり）

谷振興会 (昭和56年 谷地区内全戸加入で発足）

谷自治振興会 (平成16年6月移行設立）

テレビ共聴組合の設立

県道55号線の整備促進

｛相互の連帯と親睦を図り、明るく住みよい地域基盤の形成を目指す｝

(全戸出夫､負担)
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谷自治振興会組織図

会 長

顧 問

副会長

会 計

事務局

監 事

総務振興部 事業部

部 長

副部長

部 長

副部長

地域おこし協力隊

谷地区輸送活動について
（島根県自治会等輸送活動支援モデル事業）

取組に至る理由

(1)町営巡回バス廃止に伴い公共交通空白地帯が発生する
可能性がある。

程原地区

週１回の電話予約による町営巡回バス

利用者減少により

Ｈ２１年廃止の方針

公共交通空白地帯の発生

取組に至る理由
(2)谷地区内には交通不便地域が存在し、また高齢化等によ
り通院・買物等の日常生活に支障をきたしつつある。

①中心部にあったＪＡ・マーケットが廃止され食料品等の
調達に赤名（約12km）まで行かなければならない。
②通院は最寄りの谷診療所（週1回開院）があるが診療科
目によっては赤名の民間病院や頓原の飯南病院まで行く
必要がある。

③最寄りのタクシー事業者は来島（約17km）であるが乗車
距離によっては赤字になり採算がとれない地区となって
いる

町より、「交通空白地帯において相互に助け合い公共
交通を補完するシステム」としてモデル事業の提案
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区分 種 類 備 考

有償運送

（緑ナンバー)

旅客運送事業 バス・タクシー等

自家用有償運送 市町村運営有償運送
過疎地有償運送
福祉有償運送

無償運送

（白ナンバー)

スクールバス

病院、商店の無料バス

自治会等輸送活動

（島根県モデル事業）

利用者負担は燃料費
以内としその他の経費
は自治会費の中から負
担する事で無償輸送扱
いとする

運送の仕組み (道路運送法)

補助金補助金
車両貸与車両貸与
（無料）（無料）

活動報告活動報告
課題報告課題報告

評価報告評価報告

自治会等輸送活動支援モデル事業概要

• 自治会・ボランティア団体等運行主体

•交通空白・不便地域であること
•自治会等による主体的な取組が期待される地域対象地域

•活動費用は会費によること、利用者は燃料代のみ別途負担
（車両運送法上は無償輸送扱）

•市町村が地域の調整を行うことが必要
留意事項

謝礼
実費支払（ガソリンオイル代） 登録登録

谷自治振興会活動の一環として行う輸送活動 運行形態

①利用者：谷自治振興会の会員（谷地区住民）

②運行区域：谷地区内もしくは高速バスバス停まで

③運転者：谷自治振興会会員の有志

④運行の予約：3日前までに公民館へ

⑤運行日：通常は平日９：００から１８：００まで

⑥利用料：1回（片道）につき200円分の会員券

運送車両 「せせらぎ号」
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利用者数 308 623 628
運行日数 72 129 137

利用者数及び運行日数
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
H21 18 32 38 43 61 26 35 55
H22 55 49 57 59 55 47 52 50 63 53 46 37
H23 56 45 49 61 56 54 45 35 65 50 61 51
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月別利用者数 スノーレンジャー結成

会員17名（５０～７０代）。
資金を出し合い、「いきいきファンド助成」を

合わせ除雪機2台を購入。

除雪作業 旧谷小学校

明治８年 開校

昭和３年 現校舎新築（築84年県下で最も古い校舎のひとつ）

平成17年３月 閉 校 （130年間の卒業生 1,538名）

当初は毎年、現在は隔年で総会を開催

同窓会設立 卒業生・在学生、教職員（特別会員）で構成

平成22年４月 交流拠点施設

として開校

地域おこし協力隊 配置

平成21年度 国交省の事業により改修工事着工

谷笑楽校

谷笑楽校

○現在の利用状況

・谷間の楽校、育児サロン、各種イベント等の開催

・卒業生の作品・地域情報の発信、展示

・卒業生、来校者、視察者、谷地区住民の交流の場

― 来校者数 22年度4,500人・23年度5,000人―

笑いあふれる楽しい交流の拠点づくり


